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プログラム

第 1会場　会議室 804AB

 8：50 開会式・大会長挨拶

 9：00～10：00 一般演題①　痛み・症状緩和
座長：村上　雅彦（岩手県立大船渡病院）

小原　　眞（西和賀さわうち病院）

 O-01 がん疼痛治療中の意図しない中断後に生じたプレガバリン離脱症状
演者：鈴木　尚樹（山形県立中央病院　緩和医療科）

 O-02  肺癌の腸骨・仙骨転移による難治性疼痛に対しメサドンを含む集学的治療を
行い、オピオイド離脱に至った 2例
演者：小野寺克洋（岩手県立胆沢病院　呼吸器内科）

 O-03 進行・再発直腸癌に対する症状緩和のための短期的放射線治療を施行した4例
演者：久米　　佑（秋田大学医学部附属病院　放射線治療科）

 O-04 がん患者の重症便秘に対してオリーブ油浣腸が有効であった一例の考察
演者：海野　一美（山形大学医学部附属病院　看護部）

 O-05  重度呼吸不全患者の症状緩和における高流量鼻カニューレ（HFNC）療法
の有用性：3症例の検討
演者：佐々木洸太（社団法人慈恵会　青森慈恵会病院　外科・総合診療科）

 O-06 非虚血性心筋症に伴う末期心不全患者に対して緩和ケアチームが介入した1症例
演者：木村　　太（弘前大学大学院医学研究科　地域侵襲制御医学講座）

 10：05～11：05 一般演題③　緩和ケア全般
座長：萬徳　孝子（岩手医科大学附属病院）

中村ゆかり（盛岡赤十字病院）　　　

 O-13  A病院緩和ケア病棟におけるプライマリーナースへのサポートメンバー体
制に関する実態調査
演者：兼平　真美（盛岡赤十字病院　緩和ケア病棟）

 O-14  緩和ケア病棟経験 2年未満の看護師が半数以上をしめる看護師集団におけ
る心理的負担と対処
演者：竹股　洋子（一般財団法人　三友堂病院）

 O-15 緩和ケア病棟における意思疎通困難な患者の身体抑制に関する看護師の葛藤
演者：油井　美紀（東北大学病院　看護部　西 17階病棟）

 O-16  斜傾角度を調整できるベッドを活用した末期心不全患者の体位保持と褥瘡予
防の一例
演者：加賀　紀子（山形大学医学部附属病院　看護部）



― 10 ―

 O-17  終末期がん患者の褥瘡予防を目的としたポジショニングラウンドの成果と今
後の課題
演者：山根由美子（岩手医科大学附属病院　看護部）

 O-18  緩和ケアチームおよび緩和ケア病棟における薬剤師用チェックシート導入に
よる薬学的介入
演者：菅原　佳音（岩手医科大学附属病院　薬剤部）

 11：10～12：10 教育講演
座長；鴻巣　正史（岩手医科大学医学部　緩和医療学科）

「慢性腎疾患診療における倫理的課題 ～ CKMおよび緩和ケアへの対応～」
演者：三浦　靖彦（岩手保健医療大学　臨床倫理研究センター）

 12：25～13：25 ランチョンセミナー
座長：小野寺克洋（岩手県立胆沢病院　呼吸器内科　科長）

「暮らしの保健室とコンパッション都市 
～疼痛も含めた全人的苦痛を地域で緩和する」

演者：西　　智弘（一般社団法人プラスケア　代表理事
川崎市立井田病院　腫瘍内科　部長）

共催：塩野義製薬株式会社

 13：40～14：40 スイーツセミナー
座長：木村　祐輔（岩手医科大学医学部　緩和医療学科　教授）

「がん患者の痛み緩和 ―薬剤選択の質はココで変わる―」
演者：齊藤　洋司（益田地域医療センター医師会病院　院長

島根大学医学部緩和ケア学　特任教授）

共催：第一三共株式会社

 14：40～15：10 ハープ演奏

 15：10～16：10 特別講演・市民公開講座
座長：長澤　昌子（岩手医科大学附属病院　高度看護研修センター）

「心の栄養、いのちの栄養 ～その人らしく、癒し癒される～」
演者：田村　祐樹（社会医療法人石川記会 HITO病院　緩和ケア内科）

16：20～  表彰式・閉会式
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第 2会場　会議室 803

 9：00～10：00 一般演題②　在宅緩和ケア・地域連携・ACP
座長：岩井　正勝（もりおか往診ホームケアクリニック）

三浦　一穂（岩手医科大学附属病院）　　　　　　

 O-07 「生ききる」ことを実現した婦人科がん患者への支援
演者：鈴木　理恵（山形大学医学部附属病院　看護部管理室 3）

 O-08  本人が望む生活を支えようと関わり続けた一例    
―独居・高度難聴・医療拒否のある終末期高齢者の在宅看取りを通して―
演者：柴田麻由子（アピイ訪問看護ステーション）

 O-09  呼吸困難に対するコントロール感を保つことで、主体的に療養場所を決定す
ることができた症例
演者：村木　優唯（ゆうゆい株式会社　訪問看護ステーションありがとう）

 O-10  患者の希望を把握する『希望確認用紙』の使用における看護師の意識やコ
ミュニケーションの変化
演者：松坂美希子（宮城厚生協会　坂総合クリニック　在宅医療室）

 O-11 頭蓋内腫瘍の進行に伴い意思決定が困難な患者と家族に対する ACP支援
演者：佐藤あゆみ（東北大学病院　西 17階病棟）

 O-12 一般病棟看護師を対象としたがん患者への ACP実践に関する実態調査
演者：葛西　礼子（青森県立中央病院　外来看護班）

 10：05～11：05 一般演題④　研究・活動報告
座長：千葉　恭一（ホームケアクリニック　えん）

和泉　安弘（岩手県立中部病院）　　　　　

 O-19  間質性肺炎患者の呼吸困難感緩和に対する経口オピオイド導入後の早期中断
理由に関する検討 ～単施設後方視的研究～
演者：渡部　照美（一般社団法人慈山会医学研究所付属坪井病院　薬剤部）

 O-20  地域サポーティブケアを考える会 「コンパッション青森」 における活動の評価
演者：山下　　慈（青森県立中央病院　サポーティブケアチーム）

 O-21  手で触れる温もりの緩和ケア       
―タクティール ®ケアで穏やかさと温もりをとどけるための活動―
演者：佐々木真由美（一般社団法人日本スウェーデン福祉研究所インストラクター）

 O-22 リレー・フォー・ライフの活動と地域ぐるみの緩和ケア
演者：佐藤　隆次（リレー・フォー・ライフ・ジャパンいわて実行委員会）

 O-23  がんになっても住みよい街を目指して      
―リレー・フォー・ライフ・ジャパンきたかみの活動報告
演者：高橋　美保（医療法人わげん　ホームケアクリニックえん）
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 O-24  住み慣れた地域で最期まで暮らし続けるための地域共生型支援の実践 
～ライフサポート婆娑羅の取り組み～
演者：西戸　　輝（ライフサポート婆娑羅）

11：10～12：10 一般演題⑤　家族ケア・遺族ケア
座長：小西　悦子（岩手県立大船渡病院）

新田　香澄（岩手県久慈病院）　　

O-25  「つらい思いをさせるのでは」という家族の葛藤を支える看護  
～がん疼痛の強い肺がん患者の自宅外泊支援と、死別後の家族の感情から～
演者：髙橋はづき（岩手県立久慈病院　看護科）

O-26  一般病棟で最期を迎えたがん患者の遺族の満足度    
―B病棟の緩和ケアの質の評価―
演者：田村　智美（JA秋田厚生連　平鹿総合病院　8階もり病棟）

O-27 混合病棟における緩和ケア内科のグリーフケア活動の取り組み
演者：村松　和音（東北労災病院　看護部）

O-28 ホースセラピー「馬がいる相談室」におけるグリーフケアの取り組み
演者：塩田　剛士（慈山会医学研究所付属坪井病院　相談支援センター）

 12：25～13：25 ランチョンセミナー（中継）

 13：40～14：40 スイーツセミナー（中継）

 15：10～16：10 特別講演・市民公開講座（中継）


